
j､芦

　

の
文
献
論
叢
中
、
満
文
老
槽
の
重
妙
年
次
に
言
及
し
て
'
(
満
文
老

　

槽
之
文
字
及
中
料
一
べ

　

一
二
頁
）
方
甦
生
が
「
内
閣
背
楷
緋
刊
」

　

叙
録
中
に
辿
べ
仁
と
こ
ろ
と
全
く
同
様
の
こ
と
を
同
様
の
支
科
に

　

基
い
て
建
べ
て
ゐ
る
。

⑦
果
し
て
李
徳
啓
が
、
か
う
い
ふ
年
次
を
語
っ
た
と
す
れ
ば
、
右
文

北
京
よ
!
Ｂ
＼

　

先
週
の
金
曜
日
桑
原
親
通
氏
を
案
内
し
て
迦

州
に
行
っ
て
来
ま
し
仁
。
例
の
鴇
塔
を
見
物
す

る
儒
に
。
尤
も
氏
は
通
州
事
件
の
跡
を
弔
す
の

が
主
目
的
で
し
た
。
一
時
牛
頃
の
汽
車
で
通
話

　

眼
論
叢
の
況
述
中
（
註
④
）
に
示
す
處
が
あ
つ
て
し
か
る
可
き
様
に

　

思
は
れ
る
。
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ｐ
ｈ
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t
ｅ
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ｒ
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ｒ
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Ｓ
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５
０
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云
ふ
繊
鎔
の
大
砲
が
五
大
門
こ
ろ
が
つ
て
居
り

ま
し
た
。
長
さ
は
五
尺
ば
か
り
、
粗
末
な
作
り

で
銘
文
が
な
と
さ
が
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
埼
塔
は
仲
々
立
派
で
す
。
『
通
州
志
』
に
依

ｕ
Ｄ
ド
Ｕ
に
い
‥
牡
‥
に
朧
し
談
靉

末

　

～
音
貢
顛

も
の
と
見
え
ま
す
。
騨
か
ら
此
堤
防
の
上
を
械

に
向
ふ
の
で
す
。
有
名
な
堵
塔
は
御
承
知
の
橡

に
械
の
北
壁
の
側
に
あ
り
ま
す
。
行
く
途
中
細

木
特
務
機
開
長
が
最
期
を
逞
げ
た
所
が
あ
り
。

更
に
憲
兵
隊
の
前
に
は
近
頃
の
工
事
で
出
尤
と

ｔ

レ

然
燈
佛
燈

　

有
志
云
。
在
州
城
内
州
治
西
北
佑
勝
敦
寺
内

　

有
有
断
碑
。
載
係
然
燈
佛
舎
利
貴
塔
。
塔
十

　

三
級
。
下
作
蓮
華
盛
。
後
周
宇
文
氏
時
建
。

　

唐
貞
戮
七
年
尉
遅
敬
徳
監
修
。
元
至
徳
聞
篤

　

列
同
述
再
修
。
明
成
間
州
訓
導
楊
明
有
重
修

　

舎
利
塔
記
。
國
朝
康
煕
九
年
黄
花
山
但
智
亭

　

重
修
。
十
八
年
地
震
。
恚
妃
。
三
十
年
伶
照

　

感
募
建
。
自
三
十
年
始
。
毎
歳
悸
塔
。
有
塔

　

三
十
五
年
。
知
州
臭
存
続
偶
議
。
公
梢
。
落

　

成
。
云
々

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
依
る
と
清
朝
の
時
の
も

の
ゝ
様
に
思
は
れ
ま
す
が
、
近
づ
い
て
見
だ
感

じ
は
若
干
蒋
い
形
式
を
傅
へ
て
居
る
様
に
思
ふ

が
ど
う
で
せ
う
か
。
相
常
失
は
れ
て
居
る
が
蒼

の
桁
の
先
に
風
鐸
が
多
数
ぶ
ら
下
っ
て
居
る
の

が
面
白
い
と
思
ひ
ま
し
た
。
近
水
檎
と
か
事
費

死
亡
者
の
菖
な
ど
を
見
て
婦
途
に
就
く
。
八
月

十
六
日
、
小
野
生
。
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